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・ 英国のＰＭＩは従来、当該月の翌月初に製造業、サービス業、建設業の指数がそれぞれ別の日に

公表されてきたが、今月からユーロ圏のＰＭＩと同様に当該月の下旬を目途に製造業とサービス

業で構成される速報値が公表されることとなった。速報値の回答企業のカバレッジは80～90％。 

・ 11月の英国の総合ＰＭＩの速報値は、前月から▲1.5ポイント低下の48.5と、国民投票直後の

2016年７月値（47.6）以来の水準に低下した。内訳は、製造業ＰＭＩが前月から▲1.3ポイント

低下の48.3、サービス業ＰＭＩ（活動指数）が前月から▲1.4ポイント低下の48.6と、揃って好

不況の分岐点である50を下回った。 

・ 製造業ＰＭＩの構成５項目のなかでは、生産、雇用、在庫、入荷遅延（逆符号）が前月から低下

した一方、新規受注が僅かに改善。在庫の大幅低下は、10月末の離脱期限（当時）に備えた在庫

積み増しの反動減で、今月の製造業の悪化はやや割り引いてみる必要がある。ただ、10月値は逆

に在庫が押し上げに寄与しており、製造業の業況は過去数ヶ月ほぼ同水準での低調推移が続いて

いるものと判断される。輸出受注が10月に大きく改善、11月に大きく低下しているが、こちらも

合意なき離脱に備えた在庫確保の動きを反映したものとみられる。サービス業活動も全般に低調

で、新規受注は2009年の景気後退期以来の水準に悪化。ブレグジットと総選挙の行方を巡る不透

明感が製造業・サービス業を問わず、経済活動の重石となっている。 

 

 

■英国：ＰＭＩ総合 ■英国：製造業ＰＭＩの受注・在庫
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■英国のＰＭＩ指数（季節調整済み）

2018 2019 2019
4Q 1Q 2Q 3Q 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

英国 総合ＰＭＩ 51.4 50.6 50.5 50.1 51.5 50.0 50.9 50.9 49.7 50.7 50.2 49.3 50.0 48.5

製造業ＰＭＩ指数 52.9 53.3 50.2 47.9 52.1 55.1 53.1 49.4 48.0 48.0 47.4 48.3 49.6 48.3
サービス業ＰＭＩ指数 51.3 50.1 50.5 50.5 51.3 48.9 50.4 51.0 50.2 51.4 50.6 49.5 50.0 48.6
建設業ＰＭＩ 53.1 50.0 47.4 44.5 49.5 49.7 50.5 48.6 43.1 45.3 45.0 43.3 44.2 －

出所：IHS Markit


